


各国のGDPに占める医療費の割合（2004年）  
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医師不足（≒勤務医不足）の原因  
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医道審議会医帥分科会医輌臨床研修棟討部会委＝名簿   

氏れ  所摘・㍗訓哉  

刷川巾村 劇翫一日丸大‘◆jモl衷ノ■石肌教持  

桟野i一丁   T一葉人芋た  

井青‖変／・■堅踊加「一三】附緋∈副1量た  

l句¶＝真ヤ 国i二′二り加捕吏長柄」三  

黒‖l盲！●】 リiテJヰノ（ギl軒省一甘に  

櫻刃二他日り＋聖雄射‖＝≠崇病院1ミ  

杉本い明＋閏来車加哺最  

高雲＃け  ‖本経常宵闇仲通一県参1一帯境往会誹王  

●l‘‖喬真理子 倒＝甘洞・】論説委＝  

辻イJけ「－＋ささえイい医瞭人≠センター（1（）Ml一代ノミ  

始永ノ」雌 卜射り国斗ノこ一手医学部教授  

・い辻■＝二！イ仁 九州ノニノ印ミノ用制抽榊完J‡  

仲‖典三 一1Ilこl宝瞭†描針山封批封■l＝り主  

ほ‖二巨ナ1＝主引拗紺予津㌫掛合余′晶Ⅶ紬二局次長  

裾けづこウこ 描l；人■’「人‘▲；∫：闘）三ノ■川F‘先科教托   

以北斗   ＝小や拍Ij会得任理「il 

加＝二手圭 Il本人イニ医1：潮k  

ト瞞甲l＋医瞭藁ノ、腱加奈理朝日  

†h＝l三四郎 沖囁肌．＝日用裾前需   

矢峠長川三 ＝車／二1棚卸班拉ンクー総Jミ   

山IIH▲  1：川l州ニ．；を痩施言封競．－㌫封封蝋抑■・】   

桝＝Ⅰ匿、lモ 桝浜車‘′ニノニノ押三ノ川；ぎ失投  

医政局長篠崎英夫  津城1：廿5‖311日拍∴kト洋服  

医学教育モデル・コア・カリキュラム  

一 級管内苓ガイドライン ー  

研修プログラム小委員会検討資料  

資料4－1 卒徒臨床研修のB鐸（案）について（罵3坂〉  

資♯4－2 研樺プログラムの基革（菓）lこついて（第4伝）  

資料4－3 研修医の評価（未）について  

資料4－4 組合せ決定倒産（マッチング）（稟）について   

医事における敷書プログラム研究・閲覧事霊霹Å金  

医申£式勝利慮研究会  



医道帯読会医葬ラ分声1会医≡声訟床】訂莞検討詐会  

2具体的目標   

（l）基本的診察法  

卒前に修得した事頃を基本とし、受持症例について例えば以下につきt要な所見を盲［酢に把  

握できる。  

1）而接技法（患者、家族との適切なコミュニケーションの能力を含む）  
2）全身の観察（バイタルサイン、精神状態、皮膚の診察、表在リンパ節の診察を含む）  

3）頭・頚部の診察（眼底検査、外耳道、鼻腔、l」腔、咽頭の税察、甲状腺の触診を含  

む）  

4）胸部の診察（乳房の診察を含む）  
5）腹部の診察（直腸診を含む）  
6）泌尿・生殖器の診察（注：産婦人科の診察は指導医と共に実施のこと）  
7）骨・関節・簡肉系の診察  

8）神経学的診察   

（2）基本的検査法（1）  

必要に応じて自ら検査を実施し、結果を解釈できる。  

1）検尿  

2）快便  
3）血算  

4）出血時間測定  
5）血液型判定・交差適合試髄  

6）簡易検査（血糖、電解質、尿素窒素、赤沈を含む）  

7）動脈血ガス分析  
8）心電図  

9）簡単な細菌学的検査（グラム染色、A那l路連菌抗原迅速検査を含む）  

医学系の学習・評価項目（第2版、平成18年9月）  

Ⅰ．診察に関する共通の学習・評価項目：プライ′くシーや苦痛への配慮、身だしなみ、言葉遣い、挨拶や  
説明   

Ⅱ．医療面接＝導入部分、患者さんとの良好なコミュニケーション、患者さんに聞く（医学的情報、心理・  
社会的情報）、患者さんに話を伝える、締めくくり部分、全体をとおして、報告   

Ⅲ．全身状態の把握：第一印象、視診、触診、反応、臭い、′くイタルサイン、身体計測   
Ⅳ．バイタルサインの測定（四肢動脈の診察などを含む）：診察時の配慮、意識レベル、体温、呼吸、上  

肢の脈拍・血圧測定、下肢の脈拍・血圧測定、下肢浮腫の診察   
Ⅴ．頭頚部診察：診察時の配慮、頭部の診雫、頸部の診察   
Ⅵ．胸部診察：診察時の配慮、聴診器の使用、肺の診察（前胸部、背部）、その他背部の診察、心臓の診  

察、頸部血管の診察、乳房の診察（シミュレーター使用）   
Ⅶ．腹部診察：診察時の配慮、全般的注意事項、基本的診察法、病態に応じた精密診察法   
Ⅷ．神経診察：診察時の配慮、診察の順序、脳神経系の診察、上肢の運動系の診察、上肢の握力の診察と  

徒手筋力検査、起立と歩行の診察、下肢の運動系の診察、下肢の徒手筋力検査、感覚系の診察、反  
射の診察、髄膜刺激敬候の診察、認知機能の診察、意識レベルの診察   

Ⅸ．外科系基本手技：診察時の配慮、病棟手洗い、静脈採血、持続的導尿（男性、女性）、手術時手洗  
い・ガウンテクニック、縫合   

Ⅹ．救急：成人の心肺蘇生法、小児の心肺蘇生法、意識障害患者への初期対応、気道異物による窒息へ  
の初期対応、蘇生チームによる心肺蘇生法、重症救急病態に対する救命治療、初期救急病態の鑑  
別と初期治療   
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研修体：制等で満足して‾いる点（複数匡】答〕  

耳鼓士芸の雰囲気がよい  

必要な症伊卜手技の経験力ゞ十分  

二F竃専医の指導が熟Jし  

コ・メディカノしとのi垂携力｛うま＜いっている  

雑用が少ない  

待遇・処遇がよい  

研修に対する診ヲ秦糾問（病β完間）の連携がよい  

j宗一志望の病院である  

辛目喜炎体制力く十分整っている  

受け入れ体制が十分整っている  

教育費源（図書など）が十分‾モある  

その†也  

田臣志床研修病院（n＝2342）  

口大学病院（∩＝1825）  

30mo  40D。  50ロ。   0㌔  10bl．  20bl．  



研修体希叫等で改善すべき点（複数【亘l答）  

受lナ入れ†本希り力く十分整ってしヽなしヽ  

研修l＝必要な症・仔リー手技の経験力｛不十分  

教育資源（l三l書ち：とチ）力く足りなしヽ  

辛目言炎†本務Ilカく十分整っ‾て■しヽなしヽ  

手旨毒革医力ヽら十分l＝敢えてもらえなしヽ  

研伯Elニヌ寸する吉夢療手斗間（病院間）の連携力く悪しヽ  

職土易の雰囲気力く良くなしヽ  

待遇・処遇力ヾ悪しヽ  

雑用カー多しヽ  

コ・メディカルとの連携力くうまくし、カ、なし、  

13．9■q  

h300床未満（∩＝253）   

⊂コ300床以」ニ500床未満（n＝954）  

lヨ1500床以」ニ700床未満（∩＝1156〉   

四700f末以」二900床末吉高（∩＝865）   

⊂コ900床以」二〈∩＝96∠り  

150【．  20【■■  25さ。  30㌔  

第一志望の病院でIまなしヽ  

（厚生労働省：平成18年度  

「臨床研修に関する調査」報告） 
その他  

2．3‘■   

2，4ロ■  

l．8㌔． 2．1㌔ 10【■  
17ラー  





医療展望  浣主票諾嘉山芋正  
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厚生労働省改革元年に－－一 大臣就任から半年を経過して   

舛添要一  

2008年2月27日  

昨年8月27日に、私が安倍内閣の厚生労働大臣に就任して半年が経ちます。  

あの日の午前に、突然安倍総理から電話があり、「厚生労働大臣を引き受けてく  

れ」と要請がありました。事前には総理から、一切何の相談も何もなく、全く  

青天の霹靂とも言える電話でしたので、すぐには返事もできず、絶句してしま  

いました。すると総理は「あなたの政治家としての原点はお母さんの介護体験  

でしょう。介護や医療に取り組む、薬害患者を救う、その姿勢を忘れずに是非  

大臣として頑張ってほしい」と重ねての説得です。   

各種の審議会についても、自分の役所に好意的な委員を中心に集めるような  

ことがあってはならず、むしろ批判的な声を謙虚に聞き、自分たちが準備した  

政策であれ、改めるべきは改めるという姿勢が不可欠です。そのため、現在、  

審議会委員の人選を抜本的に見直し、新しい血を入れつつあります。これもま  

た、厚生労働省改革の一つであります。   

さらには、政治家とのつきあいについても注意が必要です。厚生労働行政の  

最高指導者は国民の代表である大臣であり、その大臣の指示や方針に従わない  

のは、国民主権の原則に違反する行為であり、公務員として失格であります。  

しかるに、大臣の目指す方向と背反する政策を進めんがた捌こ、たとえば族議  

員に働きかけをし、その圧力でもって大臣に政策変更を迫ることなどは、断じ  

て許されないことです。今回の公務員制度改革で、政治家と役人との接触を禁  

じようという意見があるのは、そのようなことが念頭にあるからです。政策を  

議論する必要 があれば、大臣である私と諸君との問で行えばよいことでありま  

す。また、与野党を問わず、政治家から不当な圧力をかけられるようなことが  

あれば、直ちに私に伝えて頂きたい。そのような行為は、私自らが、政治家と  

厳しく対峠し、断固排除します。   




